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早期復興と文化財保護の両立を目指して 
～三陸沿岸道路建設予定地の「埋蔵文化財」発掘調査に本格着手～ 

 「埋蔵文化財」とは、土地に埋蔵されている文化財のことで、古墳・住居跡や土器・
石器などのことを指します。 
 これらは地域の歴史や文化の成り立ちを知るための貴重な遺産であり、大切に保存し
後世に伝えていかなければなりません。 
 そのため、工事の前に発掘調査を行い、「埋蔵文化財」の記録、保存を行います。 
  
  
  
 

▲急ピッチで発掘調査を行っています ▲作業員は１ヶ所あたり約４０人 

 このたび、三陸沿岸道路建設予定地の
４ヶ所（右図黄色枠）について「埋蔵文化
財」発掘調査に本格着手しました。 
 
 岩手県教育委員会のご協力のもと、地権
者の皆様のご了解を得て、事業用地提供前
に試掘調査をすでに行っており、これによ
り効率よく発掘調査を進めることができ、
調査期間の短縮につながっています。 
 
 これからも三陸沿岸道路の早期完成に向
けて、地域の皆様や関係機関と連携しなが
ら事業のスピードアップを図っていきます。 
  

発掘作業の様子 
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